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醸造用低タンパク質二条大麦中問母本「大系HC．15」

　　　　　　　（二条大麦中問母本農1号）の育成
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摘要：醸造用二条大麦はタンパク質含有率が高すぎると醸造適性が悪くなるので，タンパク質含有率

の低い品種の育成が求められている．アメリカ合衆国の六条大麦Karlはタンパク質含有率が特異的に低

いことが知られているが，日本の二条大麦の中にはそのような低タンパク質遺伝資源がない．そこ

で，Karlの低タンパク質性を日本の醸造用二条大麦に取り込むことを目的に，Karl／野洲二条3号（後

のさつきばれ）のF1に吉系8（後のニシノゴールド）を交配し，　「大系HC－15」を育成した．1995年12

月に農林水産省育成農作物の中間母本として認定され，　「二条大麦中間母本農1号」と登録番号を付

して登録された．

　本系統は，年次や栽培条件に関わらず，原麦タンパク質含有率（％）が標準品種ミカモゴールデンより

平均して2．1ポイント低い．Karlは六条，晩生，長稗，倒伏弱，縞萎縮病弱であり，日本での栽培には

適さないが，大系HC－15はそれらの形質が日本の普通の二条大麦並に改良されている，出穂期は早，成

熟期はやや早，稗長は中，耐倒伏性はやや弱，縞萎縮病抵抗性は極強で，粒色はやや劣る．麦芽エキ

スは極多，麦芽全窒素と可溶性窒素は極少，コールバッハ数はやや大，ジアスターゼカは中，全窒素

当りジアスターゼカは大で，麦芽品質の総合評点はミカモゴールデンより優れる．

キーワードニニ条大麦，ビール麦，醸造用，品質，低タンパク質，中間母本

Breeding　of　Low－Protein　Two－rowed　Malting　Barley

　　　　　　Parental　Line　IDaikei　HC－151

Naoyuki　IsHIKAwA，Masaru　OHTsuKA，Michiko　ToKuE，Masaharu　KoDAMA，Tsuneo　KATo，Akira　KAMINAGA，

Akihiro　SAsAKI，Mitsuhiro　KIRYu，ShozoTAYA，Hiroshl　ITo，Masayukl　AMAGAI，Kazuhlko　SoHToME，Mitsum

KOMATSUDA，Kazuto　UJIHARA，Tadao　SEKIGUCHI

Summary：High　protein　content　of　barley　grain　is　undeslrable　for　malting．Six－rowed　Amlerican　barley‘Karr　is

inherently　Iow　in　protein　contentl　however，noJapanese　cultivaris　Iow　as　KarL　So　we　developed　a　low　protein　two－

rowed　malting　barley　Daikei　HC－15’from　a　cross　of　Karl／’Yasu　Nijo3（Satsukibare）γ／’Yoshikei8（Nishino　Gold）’，

and　it　was　registered　as　Two－rowed　barley　parental　hne　No．r　in　December1995、

　　The　average　protein　percentage　ofDaikei　HC－15was2．l　points　lowerthan　standard　cultlvar‘Mikamo　Golden’

independentofyearandcuhivationmethods、While　Karl　is　six－rowed，latematuring，tall，easytolodgeandsusceptible

to　BaYMV，these　agronomic　charactersofDaikei　HC－15are　simllartoJapanese　improvedtwo－rowedcukivars。

Daikei　HC－15is　early　heading，moderately　early　maturing，medium　in　culm　length，resistant　to　BaYMV．Lodging

resistanceandkemel　colorarenotgoodenoughforcommercial　cultivar。MaltingqualityofDaikei　HC45isl　very

high　in　mak　extract，very　low　in　total　nitrogen　and　soluble　nitrogen，moderately　high　in　Kolbach　index，medium　in

diastatic　power．TheoveraU　maltquahty　ofDaikei　HC－15isbetterthanMikamoGolden．

Key　words：two－rowed　malting　barleyJow　protein　content，parental　line，Hordeum　vulgare

1)現栃木県足利農政事務所，2）現農業研究センター，3)現九州農業試験場，4)現栃木県鹿沼農改，

5 5）現中国農業試験場，6)現栃木県普及教育課，7)現茨城県在住，8)現北陸農業試験場，9)現栃木県消防防災課

（1996，7，31受理）
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言緒1

　醸造用二条大麦はタンパク質含有率が高すぎると麦芽

エキスの低下や麦芽の溶けの不良，麦汁濾過の遅延，ビ

ールの混濁等を引き起こし，醸造原料として適さなくな

る．また低すぎると酵素力や酵母の栄養源が不足する．

そのため，適正範囲は9．5～IL5％と定められている．通

常の栽培，とりわけ主産地である関東地方では，低すぎ

て問題になることは少ないが，高タンパク質麦がしばし

ば問題になっている．適正上限以下に抑えるために施肥

量を少なくし，追肥は行わないように指導しているが，

施肥量の抑制は収量の低下をもたらし，追肥の抑制は生

育調節を困難にさせるト

　遺伝的にタンパク質含有率が低い品種を育成すれば，

施肥量を現行より増やしても適正タンパク質含有率の二

条大麦を生産でき，高品質多収化に役立つ．とりわけ畑

作地帯では水田裏作地帯と比べて高タンパク質化しやす

く，品質悪化の要因として問題になっているので，その

ような地帯に向いた高品質醸造用二条大麦の生産に寄与

できる．これまで日本の二条大麦の中にはそのような低

タンパク質性を持った品種・系統はなかった．

　そこで，1983年度（1984年4月），栃木県農業試験場栃木

分場において，アメリカ合衆国の低タンパク質六条大麦

「Karl」qの低タンパク質性を日本の醸造用二条大麦に取

り込むことを目的に，Karl／野洲二条3号（後のさつきば

れ）のF1に吉系8（後のニシノゴールド）を交配した．F4

以降，低タンパク質かつ大麦縞萎縮病抵抗性で，麦芽品

質と栽培特性が優れた系統を選抜し，1989年度に「大系

HC－15」と命名した．以降，収量調査，固定度調査，後

代検定等を行い，醸造用低タンパク質二条大麦品種を育

成するための中間母本として適していることが明らかに

なったので，1995年12月5日に農林水産省育成農作物の中

間母本として認定され，　「二条大麦中間母本農1号」と

登録番号を付し，中間母本登録簿に登録された．ここ

に，本中問母本の育成経過，特性等について報告する．

品種167，日本品種17の計184点の大麦（二条および六

条）を1982年度に同一条件で栽培し，麦芽全窒素含有率

（原麦全窒素とほぼ同じ）を調査した．その結果，第1

図に示すようにKarlが最も麦芽全窒素含有率が低かっ

た．

　そこで，Karlの低タンパク質性を日本の醸造用二条大

麦に取り込むことを目的に，1983年春及び84年春に，

Karlを用いた交配を26組合せ行った．その内の一つとし

て，1983年度（1984年4月）に，Karl／野洲二条3号（後の

さつきばれ）のF1に吉系8（後のニシノゴールド）を交

配し（第2図），この組合せから大系HC－15が育成され

た．交配親の特性は第1表に示したとおりであり，Karlか

ら低タンパク質性を，野洲二条3号から耐倒伏性を，吉系

8から醸造品質と縞萎縮病抵抗性を導入することをねら

った，F1を冷房ガラス温室で，F2を鹿児島県種子島で，

F3を北海道北見で世代促進し，1985年度にF4穂別系統を

栃木分場内の大麦縞萎縮病常発圃場で栽培し，大麦縞萎

縮病に抵抗性で，かつ原麦タンパク質含有率の低い系統

を選抜した。

　F5以降，栽培特性，タンパク質含有率および麦芽品質

等に関して系統選抜を行い，1989年度に「大系HC－15」

と命名した5ノ。収量調査を1991～92年度，固定度調査を

1993年度，後代検定を1993年度に行った，各世代におけ

る供試・選抜数等を第2表に，耕種概要を第3表に示した．

　35　　　　　　　　　　はるな
　30

　25
ロ
ロロ⑳

種

　0’　　　1．4　　　　1．6　　　　1．8　　　　2．0　　　　22　　　　2。4　　　　26

　　　　　　　麦芽全窒素含有率（％〉

第1図　外国品種等184点の大麦品種の

　　　　　麦芽全窒素含有率

　　　　　　　　H　育成経過

　1974年にアメリカ合衆国アイダホ農業試験場で育成さ

れた醸造用春播六条大麦「Kad」はタンパク質含有率が

低いことが知られている91．栃木県農業試験場栃木分場に

おいても，低タンパク質遺伝資源を探索するため，外国
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醸造用低タンパク質二条大麦中問母本「大系HC－15」（二条大麦中問母本農1号）の育成

　　　　　　　　Traill
Good　Delta

　　　　　　　　CI7147
　Everest　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I｛arl

　　　　　　　　　　　Traill

（あかぎ二条）

F1

　　　　　　　　　　　　　　　（はるな二条）

大系HC・15

［二二二ニコは低タンパク質系統・品種（CI7147の両親は低タンパク質ではない）

第2図　大系HC－15の系譜図

第1表　交配親の特性

系，ゾ

品種名
桿長 i桿の細太i粒着のi

　　　　　粗密
雑雛譲象、等雛暑i雛　出穂期

♀　Karl

”草”野洲三条3耳…

　黛つ劃蜘．一．…
’♂薗薗舌累8

　大系HC・15

長
短
中
中

　　太　　　粗
…｝…一　　　　　　　　　　　　　　…書……

　　中　　　密
喋…憐細遅…密“

…1一…　　　…i一…　　　一・1……

　　中　　　密

六条　　　短　　　下の中　　　1　　やや晩

二条　　　長　　　中の中　　　1　　　早
　　…1…一　　　…i…一　　　　　　　　　　一・i…一

二条　　　長　　　中の中　　　1　　　早
　　…1……　　　…i…一　　　　　薗・・1…一　　　一…i…一

二条　　　長　　　中の下　　　1　　　早

系，ゾし

品種名 成鶏i醐帷藩立歩合霊嚢i毒曇き iゾア禦i鍔壽朔 i縞 　縮病
抵抗陸

♀　Karl

甲享運漸置知号”’”

　．⊆さ12きば鋤．…．

’♂’吉系8

．…α三1二赴11…

　大系HC－15

　晩　　　極弱　　　極少　　　多　　　極少

早　神弓鍔中噌…多嘲中
　　　　　　　＿占一＿　　　　　＿1＿＿　　　　　冠一＿．

　早　　　中　　　中　　　多　　　中
　　　　　　　一÷…一
やや早i　弱　　　　中　　　極多　　　極少

　　中　　　　大
”†”…

　　大　　　　大
＿毒＿＿

　　大　　　　大
…÷…一

　　中　　　　大

…辛”…

＿き＿．

………一

弱
弱
極
強
極
強

注）Karlの桿長と耐倒伏性は縞萎縮病が発病しなかった株の特性を記した．

　Karlは六条大麦であるが二条大麦と同じ基準で評価したので，整粒歩合が「極小」となった．
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第2表　選抜経過

選抜数　i　　　　　選抜形質　　　　　　i　　　　　　備　考

．2襲粒…一．i　……、．…．＿＿。…．…．…………．．．＿…．、……．．i薬烈鐙ヱ…．＿．．…，…。…．。…、．．…一．

2、β路粒…1。捌ね＿。…．……………＿．…．．．．……一．＿－””1’冷勲撚室．．側爆進》．……．．．．

．β⑳穂＿二監無作為抽世＿…＿＿＿＿＿二…㌻塵児島県ざ世代促進》＿…＿

．㈱衡翼騰聞一、…．＿＿＿二摩擁遠燃囎＿＿＿．＿
β9系緬．．．．τ縞萎縮病抵坑性芝．。厘奏，を惚弦質：τ穂甥系緬＿．．．＿＿

娼癒一菰蒙然瀬一＿＿＿．蓮懸緬＿．
遜紘鷹原灘撚慣L．髄蹟一二二鐘独癒＿…
澄鷺』．㌻原灘撚鷹識鰯質』二’漁懸緬一＿一

2欝臓一質醐質窪大細15と命名
1灘瀞ジて摺……’…㎜雪施縣ρり…

1欝i原麦タ”ク質　燭醜騰
1欝蕪万粥置㎜…擬難謙検舖臓
1灘鰐騨讃｝………羅検胴醐隷

供試数世代難

80個体

2，櫻個然
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第3表　耕種概要

夏期作堆月巴

薙
欝
鍛
欝

00
00
20

00
00
00
00

0
0

∩
∠
1
1
1
1
1
1

　栽培方法：畦間60cm，条間1（光m，株間5cmの二条千鳥点播栽培

播種期　　　1区　　　　　　　　　　　施肥量kg伯（全量基肥）

月／日　　面積㎡　　反復　　　N　　　　P　　　　K　　　石灰

10／25　　　　　α60　　　　　　1　　　　　0．20　　　　　1．20　　　　　0、80　　　　　　8

11／07　　　　　1．20　　　　　1　　　　　0．30　　　　0．95　　　　0．35　　　　　4

10／29　　　　　1．20　　　　　1　　　　　0．30　　　　0．86　　　　0，60　　　　　6

10／28　　　　　1．20　　　　　　1　　　　　0㌧50　　　　　1．13　　　　　1．00　　　　　8

10／27　　　　　1．20　　　　　1　　　　　0。20　　　　　1．20　　　　　1．00　　　　　8

11／19　　　　7，20　　　　2　　　　020　　　　1．20　　　　1．00　　　　8

11／06　　　　　7．20　　　　　2　　　　　0，30　　　　　0．65　　　　　0。60　　　　　8

11／01　　　　1．20　　　　　1　　　　α21　　　　1．07　　　　0．83　　　　8

10／29　　　　　1．20　　　　　1　　　　　0．00　　　　　1．20　　　　0。80　　　　　15

播種年度

鰯
蜥
螂
鵬
蜘
蹴
朧
鰯
脳

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
且
　
1
　
1

注）栽培圃場は窒素の供給力が高く，高タンパク質化・倒伏が発生しやすいので，一般の圃場より施肥量

　　が少ない．

　　栽培圃場は大麦縞萎縮σ型）に汚染されているので，罹病性品種Kar1は毎年多少罹病した．

第4表　原麦タンパク質含有率の累年成績

単位：乾物重当り％

品種系統名 86年 87年 88年 89年 鵬 91年 92年 93年 94年i全平均i平均＊
大系HC・15
ミカモゴ㎞ルデン

　Karl

11．8

14．4

11．4

a4
11．8

81

11．1

12．9

106

10．5

12．4

一

100
12．5

10．9

11．3

13．7

10．3

1α1

11．6

1（h2

a6
12．1

一

9．6　　　　10．4　　i　10，6

11．2　　i　125　　i　126

8．9　　　　10。1　i　9．9

注）タンパク質含有率＝全窒素含有率×6．25．

　　90年度のKarlは縞萎縮病に中程度に罹病したためタンパク質含有率が大系HC・15を上回った

　　そのため，90年度およびKarIの欠測年（89，93年痩）を除外した平均を「平均＊」に示した．
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醸造用低タンパク質二条大麦中間母本「大系HC－15」（二条大麦中問母本農1号）の育成

　　　　　　皿　タンパク質特性

　1．タンパク質含有率

　原麦タンパク質含有率は年次により変動するが，標準

品種ミカモゴールデン（9年問の平均12．5％）との差は

年次や栽培条件が異なっても比較的安定しており，平均

して2．1ポイント低い10．4％であった（第4表）．Kar1と

比較すると　（Karlの欠測年および縞萎縮病の被害が大き

かった年を除外）平均して0．7ポイント高かった．栽培圃

場は窒素の供給力が高く，高タンパク質化・倒伏が発生

しやすいため，…般の圃場より施肥量を減らした（第3

表）にも関わらず，普通の品種（ミカモゴールデン）は

タンパク質含有率が適正範囲を超える結果となった、

　1992年度にビール麦醸造用品質改善指定試験地で育成

中の二条大麦系統125点（低タンパク質，高ジアスターゼ

カ，溶け良等の中間母本育成を目標にした系統）の麦芽

全窒素を比較したところ，第3図に示すように，大系

HC－15が他のKarlに由来する系統と並んで最も麦芽全窒素

含有率が低かった．

　タンパク質含有率は一般的に多肥・晩播によって高く

なるが，大系HC－15も標準品種ミカモゴールデンと同様

に多肥・晩播によってタンパク質含有率が高まった。多

肥栽培しても大系HC－15とミカモゴールデンの差はほと

んど変わらなかった（第5表）．

　50

　40

系30
統

数20

　10

　0

ミカモ

　Karl

剃

1．4

第3図

　　1．6　　　　　　　1．8　　　　　　　2．0　　　　　　　2。2

　　　麦芽全窒素含有率（％）

育成系統等125点の二条大麦系統の

　　麦芽全窒素含有率

第5表 施肥量および播種期の影響

　　　　　　　　　　単位二乾物重当り原麦タンパク質含有率％

播種年度 1990年度…． 1黛9臨度…． ．勲蕪度…．
　　－『

処　理
基肥のみ
　0．2k／a

基肥＋追肥
　0．5k／a

基肥のみ
　0．3k

　　　基肥＋追肥
／a　　　O。6k／a

早播き
10／29

遅播き
11／1

大系HΩ！15 10．0
一1…一

10．7 10．1 　　　10．3
り一1一・

10．1
一1…一

11．5

ミカモコ㌧ルデン 12．5
”｝””■

13．4 11．6 　　　11．8
…1一…

10．8
一÷・…9

13．1

Kεしr1 10．9 10．7 10．2 10．6 9．1 9．7

注）追肥時期は1990年度が3月7目，1992年度が4月2日．追肥量はともにNO．3kg／a．耕種概要は第3表参照

　2．タンパク質含有率の後代検定

　大系HC－15の低タンパク質性が交配により後代に伝わ

ることを確かめるため，1990年4月，大系HC－15に普通

の二条大麦2品種（九州二条11号，ヤチホゴールデン〉

を交配し，F1からF3までを集団で世代促進し，F4で各

組合せ53系統を無作為抽出し，その後代F5系統を1993年

度に栽培し（1系統0．6㎡，その他の栽培条件は第3表と

同じ），原麦タンパク質含有率を測定した．また比較の

ために普通の二条大麦同士の交配2組合せ（きぬゆたか

／九州二条11号，きぬゆたか／ヤチホゴールデン）も同

様に養成，分析した．

　その結果，第6表に示すように，日本の二条大麦の中

ではタンパク質含有率が比較的低い品種であるヤチホゴ

ールデンと比較して5％水準で有意にタンパク質含有率

が低い系統の出現率は，大系HC－15を交配親に使うこと

により2倍以上に高まった．また第4図に示すF5系統の

タンパク質含有率の頻度分布からも，大系HC－15の低タ

ンパク質性が交雑後代に伝わることが確かめられた．

　なお遺伝様式については，タンパク質含有率の環境変

動が大きいため，結論を出すには至らなかった．

第6表　雑種F5世代において，ヤチホゴールデンと比較して

　5％水準で有意にタンパク質含有率が低い系統の出現率

父　親．．．．

九州二条11号 ヤチホゴールデン

母 大系HC－15 43％ 32％
ト・・” 一釜一響一

親 きぬゆたか 18％ 15％
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5
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ヒ
〆
　
F
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F5

　
　
　

1
2
ヒ
　
　
5

P
P
歩
　
F

　
ラ

ー
2
レ
U
　
5

P
P
ヒ
〆
F

　　　　　　　タンパク質％

大系HC－15　　　　9．4

九州二条11号　　11．3
ヤチホコ“一ルテ“ン　　　　　10．3

最f氏｛直　　　　　　　　　8．0

平均値　　　　　　10．0

最高値　　　　　13．1

　　　　　　　タンパク質％

大系HC－15　　　9．0
ヤチホゴールテ“ン　　　　　9．8

ヤチホコLルテン　　　　　　9．8

最イ氏｛直　　　　　　　　　8．3

平均値　　　　　　9．5

最高値　　　　　　11．3

　　　　　　　タンパク質％

きぬゆたか　　　　11．〇

九州二条11号　　12．7
ヤチホゴールテ“ン　　　　　10．7

最低値　　　　　　9．0

平均値　　　　　11．3
最高値　　　　　13．5

きぬゆたか
ヤチホコ“一ルデン

ヤチホゴールテ“ン

最低値

平均値

最高値

タンパク質％

　10．3

　　9．8

　　9．8

　　8．7

　10．1

　12．2

注）比較のために12反復で栽培したヤチホゴールデンのタンパク質含有率の標準偏差は0．24であった．

　　　　　　　第4図　無選抜F5集団における原麦タンパク質含有率の頻度分布
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　3．茎葉のタンパク質含有率

　出穂！週問後，3週間後，5週問後および成熟期の穀

粒と茎葉（葉身，葉鞘，最上位節間の桿）の乾物当り窒

素含有率を測定した結果を第5図に示した．

　穀粒の窒素含有率は，出穂1週間後には品種系統間で

差がなかったが，成熟期にはミカモゴールデンが高く，

K3rlとHC45が低くなった．

　一方，茎葉の窒素含有率は，出穂1週間後には品種系

統間で差がない（葉身）か，あるいはミカモゴールデン

が高かった（葉鞘）が，成熟期にはKarlの方がミカモゴ

ールデンより高くなった．大系HC－15はKar1とミカモゴー

ルデンの中問的な推移を示した．

　このように，Karlは茎葉から穀粒への窒素の転流がミ

カモゴールデンより少なく，大系HC－15はKarlとミカモゴ

～ルデンの中問であった．このことが，Karl及び大系HC－

15の穀粒タンパク質含有率が低い原因となっている可能

性がある6・7。

　4．原麦タンパク質組成

　1992年産（1991年度）の穀粒を粉砕し，ジエチルエー

テルで脱脂後，水，0．5M塩化ナトリウム，55％イソプロ

バノール，0．043M水酸化ナトリウムとドデシル硫酸ナト

リウムを含む0。125Mホウ砂溶液の順に抽出を行い，それ

ぞれアルブミン（水溶性非タンパク質態窒素化合物を含

む），グロブリン，ホルデイン，グルテリンとした．各

画分の窒素含有率を測定し，それに6．25を乗じてタンパ

ク質含有率とした．また抽出残渣についても同様にタン

パク質含有率を求めた7・。

　第6図に示すように，大系HC－15およびKarlはミカモゴ

ールデンと比べてホルデインの構成比率のみが減少して

おり，大系HC45においてはアルブミンとグロブリン

の，Kadにおいてはホルデイン以外のすべてのタンパク

質の構成比率が増加していた．ホルデインが多いと麦芽

の溶けや糖化を妨げ，アルブミンとグロブリンが多いと

酵素力や泡保ち性が高まり酵母の栄養源としても利用さ

れやすいので，ホルデインの比率が減少してアルブミン

とグロブリンの比率が増加することは醸造原料として好

ましいことである．Kariのホルデイン比率が低いことは

既に報告されているがい，大系HC－15のホルデイン比率は

Karlとミカモゴールデンの中問的な値を示した．
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　ns　　　　　ns　　　　　ns

成熟期
　＊

桿
窒
素
含
有
率
％

1

0
1週後　　3週後
＊＊　　　　ns

2

　　　　　　　Karl

　　　　　　　HC－15

　　　　　　　ミカモ

5週後　成熟期
ns　　　＊＊

1
　　　　　　　　　　　　　　　　　Karl

　　　　　　　　　　　　　　　　　HC－15

0　　　　　　　　　　　　　ミカモ
1週後　　3週後　　5週後　　成熟期

　　　　　　出穂後週数

注）試験年度は1991年度（1992年産）．　横軸は出穂後の週数．

　穀粒，葉身，葉鞘は2区の平均で，＊＊，＊は1％，5％水準で品種間差が有意． 桿は1区のみのf直

第5図　登熟期における穀粒および茎葉の窒素含有率の推移
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第6図　原麦タンパク質組成

　5．ホルデイン遺伝子型

　1994年産の穀粒を粉砕し，メルカブトエタノールとド

デシル硫酸ナトリウム（SDS）を含む55％イソプロパノー

ルを用いて室温でホルデインを抽出し，！2％SDSポリア

クリルアミドゲル電気泳動で分離し，クマシーブリリア

ントブルーで染色した4

　その結果，第7表に示すように，大系HC－15のHor2と

8 10

」

12

Hor3の遺伝子型はKar圭とは異なり，他方の親である吉系

8（ニシノゴールド）と野洲二条3号（さつきばれ），

およびそれらの親である新田二条！号（はるな二条）と

同じであった．またミカモゴールデンとも同じであっ

た．Kar1の遺伝子型は，Kar1の親のTram（低タンパク質

ではない）と同じであった．従って，大系HC－15の低タ

ンパク質性はホルデイン遺伝子・に由来するのではないと

思われる．

第7表　ホルデイン遺伝子型

品種系統名
Horl

Cホルデイン

Hor2
ホルデイン

Hor3
ホルデイン

大系HC－15 Pr Ca L
吉系8（ニシノゴールド） Pr Ca L
野洲二条3号（さつきばれ） Pr Ca L
新田二条1号（はるな二条） Pr Ca L

ミカモコ㌧ルデン Pr Ca L
Kar1 Pr Ni L2
Tra：皿 Pr Ni L2

Everest ＊ ＊ L2

注）Hor1，Hor2の遺伝子名はJohansenら3）によった．Hor3の遺伝子にはまだ正式な名前が与えられていな

　いので，分子量によってS（小），L（大），L2（Lよりわずかに大）とした．

　　＊：遺伝子名は決定されていないが，表に掲げた他の品種とは異なる．
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や早」，桿長は同程度で穂長はやや長く，穂数は同程

度．叢性は直立，桿の太さは中，穂型は矢羽根，原麦粒

の見かけの品質は粒色がやや黒ずんでいるために中の下

である．Karl及びKarl後代の粒色が良くないことはアメリ

カ合衆国でも指摘されている2 ．大系HC－15の粒色はKarl

と比べるとかなり改善されているものの，やや不良であ

る．耐倒伏性もKarlと比較すればかなり改善されている

ものの，まだ不十分であり，実用品種には適さない．

IV　その他の特性

　1．生育特性及び収量性

　特性 一覧を第8表に，生育調査成績を第9表に示し

た．Karlは六条，晩生，長桿，倒伏弱，縞萎縮弱であ

り，日本での栽培には適さず，交配母本としても使いに

くいが，大系HC－15はそれらの形質が日本の改良された

二条大麦並に改善されている．ミカモコ㌧ルデンと比較

すると出穂期は同程度の「早」，成熟期はやや遅い「や

第8表　特性一覧

1）形態的特性

系統名
または
品種名

1－1　　　　　　　1・2　　　　　　1－3

叢性　　　株の　　並渦性i
　　　　　開閉

2－1　　　　　2・2　　　　　　　293　　　　　　2－4　　　　　　3－1

桿長　　桿の　　桿の剛柔i桿のワックスi葉耳の
　　　　細太　　　　　　　の多少…有無

大系HC－15

あまぎ二条

はるな二条

ミサトコ㌧ルデン

ミカモゴールデン

直立　　やや閉i並
．．Q）．．．……1．…，（4）＿．．｝……勲。．．．

やや直立iやや閉1　並
漁）一　漁4L・…一勲…

　直立　　やや閉…　並
．．‘．鉛．．．．　（41。、．．．（2）．、．

　直立　　やや閉i　並
．．⑥．．＿．佃、．…，（2）…

　直立　　　やや閉i　並
　（3）　　　　　　（4）　　　　（2）

中　　　中　　　　中　　　　中　　　有
（串）乎織，↑一濃一幾舜（岩）

（5）　（4）一｛一⑥一，漁）呼…（1）
中　　やや細i　中　　　やや多i　有

（5）．．雫…，…餓．…　勲…．．．⑥…一．÷一．．匿（1）

中　　　　中　　　やや剛　　　中　　　　有

（昂）一幾紺…！詰）縄凱（が
（5）　　　　（4）　　　　　（5）　　　　　（6）　　　　（1）

系統名
または
品種名

3・2　　　　　　　3鱒3　　　　　　　3・4

葉色糊郷クス曙霧舞
4・1　　　4－2
穂型　　　穂長

4－3　　　　　4－4　　　　　4－5

驚の1趨度…雑
大系HC－15

あまぎ二条

はるな二条

ミサ1ゴ帥デン

ミカモコ㌧ルデン

やや淡iやや多　　　無
（4）…．．÷、．．．（6）．．　（0）…．

やや淡i　中　　　無　i
．（4）…一る．…．（5）．．　（0）。．．．．

やや淡iやや多　　　無
…く垂）．　．．f6）＿．（o）．、．．

　中　　やや多　　　無　　二
（5）　　．．⑥＿　、．．ゆ…．

やや淡iやや多　　　無　i
（4）　　　　　（6）　　　　　　（0）

矢羽根i　短
（8）一．．　（3）…．

矢羽根㌻中
．⑥．…，魚ね
矢羽根i　短

輪…（留…

論…留…
（8）　　（3）

　　密　　　中　　　二条
．．∫7）…．、マ．．．．．．艇）…，．尋．…．．ω…．．

薗1…やや密i　中　　　二条
　　（6）．，．．．多……燈上，．，．÷…．．（盟＿

　　密　　　中　　　二条
　．ω…，　（5）　（2）
　　　　9？””り””噸　　””ρ↑”’”

　　密　　　中　　　二条
　．．ω、、…÷……㈲…．．÷．…，（凱…

　　密　　　中　　　二条
　　（7）　　　　　（5）　　　　（2）

系統名
または
品種名

4．6　　　　　　5－1　　　　　　5．2　　　　　　5－3　　　　　　　6　　　　　　7－1　　　　　7－2　　　　　　7．4

穂の　　芒の有無i芒長　　　芒の　　　ふ色　　粒の形i粒の　　穀皮の
下垂度i　多少　　　　　　　粗滑　　　　　　　　　　　大小　　　厚さ

大系HC・15

あまぎ二条

はるな二条

ミサトコ㌧ルデン

ミカモゴ帥デン

直　　　多　　　　中　　　やや粗i　淡黄　　　中　　　中　　　やや薄
（3）…、．燕……（7）．…、1……∫5）…．。茜．……．（6）　　（1）．み…．．，（煎…．．．冬．．．．．．⑥…．4．．．＿餓…．

直　　　　多　　　　中　　　やや粗…劉…淡黄　　　中　　　　中　　　　薄

．．⑥一．…÷．…（7）　（5）一．．．÷…．、…⑥…．．　（1）ウ．…．（煎＿　．．魚！…。　（3）．

直　　　多　　　　中　　　やや粗？…’淡黄「…　　中　　　中　　　薄
（3）…．響÷．．鱒…乱7〉．．（5）…，．÷…．…（6）　（1〉…÷．…。（5）　．．働＿飢…

直　　　　多　　　　中　　　やや粗…1一’”甲淡黄　　　中　　　　中　　　　中

・（置）一＋一号轡一縄蕪一羅一！昂）……禽…縄薄・
（3）　　　　　（7）　　　　　（5）　　　　　（6）　　　　　（1）　　　　　（5）　　　　　（4）　　　　　（4）
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系統名

または
品種名

　7・5

底刺毛茸i
の長短

　7・6
外穎基部

横溝の有無i

7・7

腹溝
の幅

　7－8
鱗皮の

毛の長短i

8・1　　　8・2
千粒重iリッ腫

　　9・1
源麦粒の見か
　けの品質

大系HC・15

長
（
β
）
，
．
…

有
“

．）．…，

中
（5）

長
⑥
．
…

中　　　　中
、（の……　⑥．…
　　　。て”ロ”’”

中の下
（4）

あまぎ二条
短
（
2 ）

．
…，

有
q

．≧…。．

中
（5）．

短
（
2

）
．
…

中　　　　中
（5）　　婚！．…

中の中
（凱．．

はるな二条
長
（
葵 ）

．

有
（
！

、）．．．

　中
．働．

長
（8）。．

中　　　　中
（51．　　（昌）．．…｝，．…

中の中
（蚤）．．

ミサトコ㌧ルデン

ミカモコ㌧ルデン

長
（
呂）
…
長
（

8）

有
Ω
．

）
．

…，

有
（1）

中
（5）．

中
（5）

長
（
β）
＿
長
（

8）

やや大i　中
（の．．…る……，婚》．．…，

　中　　　　中
（5）　　（5）

9ンー…

中の中
（動…

中の中
（5）

2）生態的特性

系統名 1 2　　　　3・1 3・2 4・1 ゆ2　　　4－3 5 6
または 播性 茎立性i出穂期i 成熟期i 糎儒 皮離i脱芒性i 穂発 脱粒性
品種名 の別 芽性

大系HC－15

あまぎ二条

1
（
1
）
…
1
（
1）

　早　　　　早
．．（β）…　．⑥…．

やや早”τ””中

一．．蜘…．…ゐ…．．．。⑥，。．．．

やや早i
（4）．．尋．＿．勲…。

　中
（5）

梗
梗
（
2

）
．

皮性　　やや易
（2），．．．　⑥…．、

　　・？一ら…　　　　一・1…一

皮性　　やや易
（⑳．…，÷＿⑥…。．

やや易i
（ω…

　　　5やや易i
魚ゑ．…．

　　　θ

やや難
．！盟…．

　中
．．億1…．

はるな二条 1
（

1）

　早　　　　早
＿！3）．…．÷…一（3）…

早
（3）

梗
（
2 ）

皮性　　やや易
（9）…，．卓…，．．．玉ω……，÷．．．．

中
（
蚤

）．．

やや難
！薫…．

ミサトコ㌧ルデン

ミカモゴ級デン

1
（

1）

1
（

1）

　早　　　　早
…⑥．…　（3）
　　　’－十…’
　早　　　　早
（3）　　（3）

早
（3）

早
（3）

梗
．
勲 ．…．．÷…一．響

梗
（2）

皮性　　やや易
（21，．．．　⑥…．．
　　。÷璽¶……
皮陛　　やや易
（2）　　（6）

　中
．魚》．…．

やや易i
（6）

やや難
（4）＿．

やや難
（4）

系統名
または
品種名

7　　　　9
耐倒　　収量性i
伏性

114
難
歩
合

11－2
浸麦
時問

11・3　　　11－4

麦芽　　麦芽
収量率iエキスi

11－5　　　11・6

エキスi麦芽
収量　　全窒素i

11－7
可溶性
窒素

大系HC・15

あまぎ二条

はるな二条

ミサトコ㌧ルデノ

ミカモゴrルデン

弱　　やや多i
．．丈Ω。．…　⑥…．

　　　。？””””
やや弱iやや多i
．．⑥……÷．．．…．⑥．．．

　中　　　中
．．⑥……÷…，．．．15）、

　強　　　多
（β）…一“．……ω．…

　中　　　　中
（5）　　（5）

　中
（5》．．

やや少i
（4）．

　中
（5）．

　中
．．（凱．．．

やや少i
（4）

やや短i
（4）…

鞭
．
．
鋤
．
．
や
や 短i
．ω．

やや短i
（4）＿、

鞭
（4）

　　中　　　極多
　．働．…。　（8）

。1””’中’γ”’中

　　（5）．．．，　．（51、．．

　　中　　　多
　　（5）．、　（7）．．

　　中　　　中
　　15！．。．、．．（疑1＿。

1”’”中甲噛””多

　　（5）　　（7）

極多　　極少
（8！…．．÷＿一燃…．

中　　　中
（5）　　㈲．…．
　　一”’『”’”

多　　　中
（7）…．、ら…．．㈲．…．

中　　　中
㈲．…一“……、㈲…一

多　　　中
（7）　　（5）

極少
．（2！…

　多
．．．∫z．1．…、

　多
．．砿〉．．．．．

やや多
．．魚》．、．．曾

　多
（7）

系統名 11－8 11－9 11・10 11・11 11－12 12－1 12・2　　　　12－3

または コール ジアス i全窒素当りジi 最終 麦汁 縞萎縮病i 赤かび病iうどんこ病

品種名 バツハ数 ターゼカ アスターゼカ 発酵度 鍍 抵抗性 抵抗性　　抵抗性

大系HC－15

あまぎ二条

やや大
（6）．．

　大
．ω…．．

　中
．⑥、

やや大’i

⑥

大
．
∫71…．。

中
（5）＿．

やや多
⑥．．一

やや多
（◎）．．．．

やや淡i
（4）

やや淡i
（4）

極強
．．二⑳．…

弱
．
｛．η…．

やや強　　やや弱
（4）．　．⑥…

やや強　　　中
（4）　　（5）、．．

はるな二条
やや大
（β）．＿

大
（7）

大
（7）

やや多
．．億》．…

やや淡i
（4）

やや弱
．（6）

やや強　　やや弱
（4）．　…∫6ン…

ミサトコ㌧ルデン
やや大
（6）

中
（5）

やや小
…．魚．互一．一

やや多
．．、二鎗．…

やや淡i
（4）

極強
．⊆2）．…、

やや強　　やや弱
（4）　　（6．互…．

　　　辱…ミ噂………

ミカモゴールデン 大
（7）

大
（7）

大
（7）

やや多
（6）

やや淡i
（4）

極強
（2）

やや強　　　弱
（4）　　　（7）

注）特性形質の上の数字は「大麦種苗特性分類調査報告書（1980年3月）」の項目番号である

　　　（）の数字は同分類調査基準の階級値を示す．
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醸造用低タンパク質二条大麦中間母本「大系HC－15」（二条大麦中間母本農1号）の育成

第9表生育調査成績

品種系統名
播種
年度

出穂期
月／日

成熟期
月／日

桿長

cm
穂長

cm
1穂

粒数
穂数
本／m2

倒伏
程度

大系HC－15

1988
1989
1990
1991

1992

1993

1994

4／21

4／16

4／17

4／22

4／23

4／21

4／18

一
6
／03

6／01

6／12

6／10

6／03

6／03

93
96
86
84
93
95

93

6．9

6．9

6．4

6．1

6．1

6．3

5．7

30

30

28

26

28

一
27

一
7
87
6
7
0
7
0
3
8
3
0
6
9
3
7
9

1

｝
2
．
0
3
．
0
0
．
5
3
．
0
0
．0

1．0

ミカモコ㌧ルデン

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

4／20

4／16

4／17

4／23

4／22

4〆22

4／18

一
5
／29

5／28

6／10

6／08

6／02

6／02

84

92

86

88

91

93

85

6．0

6．1

5．5

6．1

5．9

6．2

5．4

24

27

26

24

25

－
24

一
6
8
0
9
1
2
6
2
4
8
6
8
8
3

7
6

13

『
0
．
O
l
．
0
0
．
6
2
．
5
0
．
0
0
．
5

大系HC－15
ミカモコ㌧ルデン

平均

平均

4／19

4／19

6／05

6／02

91

88

6．3

5．9

28
25

746
756

1．6

0．8

1990 4／20 6／08 59 6．2 51 155 0．0

1991 4／26 6／17 83 7．4 60 330 0．0

（参考） 1992 4／26 一 78 8．5 64 346 0．0

Kar1 1993 『 一 一 一 一 一
■　一

1994 4〆21 6／04 92 7．3 60 509 2．0

平均 4／23 6／09 78 7．4 59 335 0．5

注）縞萎縮病発病圃場で栽培したため，Kar1は罹病して短桿化した．縞萎縮病に罹病しなかった株の生育状況から推

　測すると，Kar1はミカモゴールデンよりかなり長桿・長穂で，耐倒伏性は弱いと思われる．

収量調査成績を第10表に示した．この調査は畦立点播

栽培で1区7．2㎡×2反復×2力年と小規模のため精度は

高くないが，大系HC－15はミカモゴールデン（現在の奨

励品種の中では収量性がやや低い品種）と比較して子実

重，整粒歩合，リットル重，千粒重ともにやや高く，整

粒重では10％多収である．

特性検定試験成績を第11表に示した．大系HC－15は縞

萎縮病の1型には高度抵抗性だが，縞萎縮病皿型にはミ

サトゴールデンやミカモゴールデンと同様，罹病する。

うどんこ病にはミカモゴールデンよりは強いものの罹病

する。播性は1の春播型である．

第10表　収量調査成績

品種系統名 擁
年度

子実重

kg／a

麺
k
g
／a

収穫
指数％

難
歩
合 ％

整粒重

kg／a

　同左

標準比％

リットル重

　9

千粒重

　9

大系HC－15

ミカモゴールデン

1991

1992

1991

1992

46．2

67．0

47．3

57．9

387

60．1

42．8

57．3

544
52．7

52．5

50．3

90．4

92．5

89．3

89．5

41．8

62．0

42．2

51．8

99

120

100

100

676

669

663

6（珀

40．8

43．6

40．3

41．5

大系HC・15
ミカモコ㌧ルデン

平均

平均

56．6

52．6

49．4

50．1

53．6

51．4

91．5

89．4

51．8

47．0

110

100

673

662

42．2

40．9

（参考）　1991

Karl　　1992

　　　平均

23．5　　　　　17。2

26．3　　　　　20．9

57．8

540
55．9

51．2　　　　12。0　　　　　28　　　　　588

54．4　　　　15．8　　　　30　　　　549

52．8　　　　　13．9　　　　　29　　　　　569

31，8

30．8

31．3

注）Karlは縞萎縮病に罹病して低収になった．

　標肥区と多肥区（基肥は同量で，追肥の有無が異なる）を設けたが，タンパク質含有率も子実重も差がなかったの

　で，標肥区の成績のみ掲げた．
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栃木県農業試験場研究報告第44号

第11表　特性検定試験成績

品種系統名
縞萎縮病σ型）

　抵抗性
縞萎縮病（m型）

　発病程度
うどんこ病
発病程度 播性

大系HC・15 RR 4 1．4 1
ミカモコ㌧ルデン RR 4 2．5 1

Karl S 一
2．9 1

．試験年度 1985～94年 1鐙4年 1993～94年 ．1螂態．．…

試験地 栃木分場 栃木県壬生町 栃木分場 栃木分場

注）縞萎縮病σ型）抵抗性は，汚染圃場におけるモザイク病斑の発症程度からRR（極強）～SS（極弱）の7段階で判定．

　縞萎縮病（皿型）発病程度は，汚染圃場におけるモザイク病斑の発症程度から0（無）～6（激甚）の7段階で判定（圃場内

　の発病程度が均一でないので。抵抗性の判定はしなかった）．

　うどんこ病発病程度は，圃場における自然発病の病斑程度から，0（無）～5（穂まで発病）の6段階で判定．

　2．麦芽品質特性

第12表に麦芽品質調査成績を示した．一般的に，原麦

タンパク質が低いと麦芽全窒素，可溶性窒素およびジア

スターゼカが低くなり，麦芽エキスは高くなる傾向があ

る．大系HC－15はその傾向を反映し，麦芽エキスが極め

て高く，麦芽全窒素，可溶性窒素およびジアスターゼカ

が低い．全窒素当りジアスターゼカはミカモゴールデン

とほぼ同程度である．従って，普通の品種と同じよう

に，タンパク質含有率が適正下限以下になるとジアスタ

ーゼカが不足することが予想される．麦芽品質の総合評

点はミカモゴールデンより優れる．

第12表　麦芽品質調査成績

系統名　播種
品種名　年度

浸麦
時問

浸麦
度％

麦芽収
量率％

麦芽
葺ス％

エキス収麦芽全可溶性コ沸パッジアスター鰯最終発麦汁
量％　窒素％窒素％ハ数％ゼカ畷曾ηグ酵度％色度
　　　　　　　　　　　　　　　　　セカ畷

総合
評点

　　　　87
大系　　88

HC－15　　89

　　　　91

　　　　92

59
42

57

58

48

『
4
3

．4

43．6

43．4

41．1

一
9
4．7

92．9

91．4

93．8

84．2

84．5

84．0

82．7

82．7

『
8
0
．
0
781
75．6

77．6

1．85　　　0．81　　　43．4　　　364　　　197　　　　－

1．88　　　0．74　　　39．3　　　284　　　151　　　　－

1．75　　　α83　　　47．1　　　257　　　147　　　85．7

1．73　　　0．72　　　41．6　　　232　　　134　　　84．0　　　43

1．43　　　0．60　　　421　　　249　　　174　　　83．1　　　3，5

66．0

56．5

67．0

50．5

55．0

　　　　　87
　ミカモ　　88

ゴ沸デン　89

　　　　　91

　　　　　92

59
39

51

56

45

一
4
4
．
1
4
4
．
0
4
3
．
2
4
0
．
6

『
9
4
．

0
9

2．2

91．4

93．3

81．8

83．0

81．5

80．8

80．9

一
7
8．0

75．2

73．9

75．4

214　　　0．99　　　46．5　　　397　　　185　　　　－

230　　　1．09　　　47。3　　　367　　　160　　　　－

2。16　　　0．97　　　44．8　　　325　　　151　　　83．8

209　　　0L97　　　46。3　　　336　　　　161　　　83．8　　　4．1

1．76　　　α73　　　41．3　　　268　　　152　　　845　　　3．5

59．3

62．5

56．3

5α1

45．0

大系H（＞15平均

ミ加コ㌧1げン平均

53

50
42．9

43．0

932
927

83．6

81．6

77．8

75．6

1．73　　　0，74　　　42，7　　　277　　　161　　　84．3　　　3．9

209　　　095　　　45．2　　　339　　　162　　　84．0　　　3．8

59．0

54．6

（参考）

Karl

91

92

48

42

43．2

41．4

89．4

92．4

82．0

81．2

73．3

75．1

1．54

1．50

0．78

（｝75

50．4

49．9

270

295

175

197

84．0

82．7

47
4．0

60．8

59．5

平均 45 42．3 90．9 81．6 74．2 1．52 0．77 50．2 283 186 83．4 4．4 60．2

注）総合評点とは，ビール業界との取り決めにより，麦芽エキス，エキス収量，麦芽全窒素，可溶性窒素，コールバッ

　ハ数，全窒素当りジアスターゼカ，最終発酵度の7項目から計算される値である．

　Karlは六条であるために粒が小さいので，麦芽エキスは大系HC・15より少ない．

　3．固定度

　固定度調査成績を第13表に示した。大系HC－15の出穂

期，成熟期はよく揃っており，桿長，穂長，穂数の変動

係数はミカモゴールデンよりやや小さいので，実用上支

障のない程度に固定していると思われる．大系HC－15の

原麦タンパク質の変動係数はミカモゴールデンより大き

いが，これは圃場内の栽植位置の差によるもので，実用

上支障のない程度に固定していると思われる．
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醸造用低タンパク質二条大麦中問母本「大系HC－15」（二条大麦中間母本農1号）の育成

第13表　固定度調査成績

畿系品
系統　　タンパ　出穂期　　成熟期
番号　　ク質％　　月／目　　月／目

　桿長cm　　　　穂長cm　　　　穂数本／株

平均　　CV％　　平均　　CV％　　平均　　CV％

　　　　　1　　9．0　　4／21

　　　　　2　　9．1　　4／21
　　　　　3　　8．9　　4／21
　　　　　4　　9．1　　4／21
大系　　　　5　　9．9　　4／21

HC－15610．14／21
　　　　　7　　　　　10。3　　　　　4／21

　　　　　910．24／21
　　　　　10　　　　　9．9　　　　　4／21

　　　　　平均　　a6　　4／21

　　系統間CV％　62

6／03

6／03

6／03

6／03

6〆03

6／04

6／04

6／04

6／03

6／03

94．7

94．9

95．1

95。4

96．6

95．9

95．6

91．8

92．4

947

2
2
3
2
4
6
8
4
9
…
3
7

3，

4
a
3
3
2
2
3
a
｝
a
1
．

2
2
2
2
3
3
5
3
婁
3

a
a
O
a
a
6
。
a
6
a
6

9
3
9
8
8
3
8
1
7
…
4
4

4
5
，
肛
丘
a
4
4
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注）調査個体数は各系統約5（個体．調査年度は1993年度．

　大系HC・15は系統番号1～4と5～10で原麦タンパク質含有率がやや異なるが，これは圃場内の栽植位置の差による

　　と思われる．

V　中間母本登録の理由

　及び利用上の留意点

　1．中間母本登録の理由

　醸造用二条大麦はタンパク質含有率が高すぎると麦芽

エキスの低下や麦芽の溶けの不良，麦汁濾過の遅延，ビ

ールの混濁等を引き起こし，醸造原料として適さなくな

る．また低すぎると酵素力や酵母の栄養源が不足する．

そのため，適正範囲は9．5～IL5％と定められている．通

常の栽培，とりわけ主産地である関東地方では，低すぎ

て問題になることは少なく，適正上限以下に抑えるため

に施肥量を少なくし，追肥は行わないように指導されて

いる．しかし施肥量の抑制は収量の低下をもたらし，追

肥の抑制は生育調節を困難にさせる．大系HC－15の低タ

ンパク質性を持った品種を育成すれば，施肥量を現行よ

り増やしても適正タンパク質含有率の醸造用二条大麦を

生産でき，高品質多収化に役立つ．とりわけ畑作地帯で

は水田裏作地帯と比べて高タンパク質化しやすく，品質

悪化の要因として問題になっているので，そのような地

帯に向いた高品質醸造用二条大麦の生産に寄与できる．

これまでの日本の二条大麦の中にはこのような低タンパ

ク質性を持った品種・系統はなかった．

　低タンパク質の原品種Karlは六条，晩生，長桿，縞萎

縮病罹病性であるため，日本の醸造用二条大麦の交配母

本としては極めて使いにくい．大系HC－15はそれらの形

質が日本の優良な醸造用二条大麦に近いところまで改善

されているので，交配母本として使いやすい．ただし，

本系統は耐倒伏性が弱く，また原麦粒がやや黒っぽく，

見かけの品質がやや劣るので，実用品種に適さない．

　2．母本として利用する上の注意

　本系統は耐倒伏性が弱いので，交配相手の選定に当た

っては耐倒伏性に留意すること．
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また野沢清一（1983～94年，現栃木県農試栃木分場）が主任として，石川武（1985～94年，現栃木県農試栃木分場），

舘沼伸一（1993～94年，現栃木県農試栃木分場），山中英明（1983～85年，現栃木県小山市在住），尾林通夫（1983

～84年，現栃木県農試）が主任技術員又は技術員として従事した．
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大系HC－15 ミカモゴールデン　　Kar1

写真1　草姿

大系HC－15 　　ミカモゴールデン

写真2　穂型および子実

Karl
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栃木農試研報　NQ44二67〜82（1996）
BuILTochigi　Agr．Exp．Sm．NQ44：67〜82　（1996）
醸造用低タンパク質二条大麦中問母本「大系HC．15」
　　　　　　　（二条大麦中問母本農1号）の育成
石川直幸・大塚　勝・徳江紀子1�d小玉雅晴・加藤常夫2）・神永　明1』佐々木昭博3）・桐生光広4）
　　田谷省三51・伊藤　浩6）・天谷正行・早乙女和彦・小松田美津留7〉・氏原和人8）・関口忠男9＞
摘要：醸造用二条大麦はタンパク質含有率が高すぎると醸造適性が悪くなるので，タンパク質含有率
の低い品種の育成が求められている．アメリカ合衆国の六条大麦Karlはタンパク質含有率が特異的に低
いことが知られているが，日本の二条大麦の中にはそのような低タンパク質遺伝資源がない．そこ
で，Karlの低タンパク質性を日本の醸造用二条大麦に取り込むことを目的に，Karl／野洲二条3号（後
のさつきばれ）のF1に吉系8（後のニシノゴールド）を交配し，　「大系HC−15」を育成した．1995年12
月に農林水産省育成農作物の中間母本として認定され，　「二条大麦中間母本農1号」と登録番号を付
して登録された．
　本系統は，年次や栽培条件に関わらず，原麦タンパク質含有率（％）が標準品種ミカモゴールデンより
平均して2．1ポイント低い．Karlは六条，晩生，長稗，倒伏弱，縞萎縮病弱であり，日本での栽培には
適さないが，大系HC−15はそれらの形質が日本の普通の二条大麦並に改良されている，出穂期は早，成
熟期はやや早，稗長は中，耐倒伏性はやや弱，縞萎縮病抵抗性は極強で，粒色はやや劣る．麦芽エキ
スは極多，麦芽全窒素と可溶性窒素は極少，コールバッハ数はやや大，ジアスターゼカは中，全窒素
当りジアスターゼカは大で，麦芽品質の総合評点はミカモゴールデンより優れる．
キーワードニニ条大麦，ビール麦，醸造用，品質，低タンパク質，中間母本
Breeding　of　Low−Protein　Two−rowed　Malting　Barley
　　　　　　Parental　Line　IDaikei　HC−151
Naoyuki　IsHIKAwA，Masaru　OHTsuKA，Michiko　ToKuE，Masaharu　KoDAMA，Tsuneo　KATo，Akira　KAMINAGA，
Akihiro　SAsAKI，Mitsuhiro　KIRYu，ShozoTAYA，Hiroshl　ITo，Masayukl　AMAGAI，Kazuhlko　SoHToME，Mitsum
KOMATSUDA，Kazuto　UJIHARA，Tadao　SEKIGUCHI
Summary：High　protein　content　of　barley　grain　is　undeslrable　for　malting．Six−rowed　Amlerican　barleジKarr　is
inherently　Iow　in　protein　contentl　however，noJapanese　cultivaris　Iow　as　KarL　So　we　developed　a　low　protein　two−
rowed　malting　barley　Daikei　HC−15’from　a　cross　of　Karl／’Yasu　Nijo3（Satsukibare）γ／’Yoshikei8（Nishino　Gold）’，
and　it　was　registered　as　Two−rowed　barley　parental　hne　No．r　in　December1995、
　　The　average　protein　percentage　ofDaikei　HC−15was2．l　points　lowerthan　standard　cultlvar曹Mikamo　Golden’
independentofyearandcuhivationmethods、While　Karl　is　six−rowed，latematuring，tall，easytolodgeandsusceptible
to　BaYMV，these　agronomic　charactersofDaikei　HC−15are　simllartoJapanese　improvedtwo−rowedcukivars。
Daikei　HC−15is　early　heading，moderately　early　maturing，medium　in　culm　length，resistant　to　BaYMV．Lodging
resistanceandkemel　colorarenotgoodenoughforcommercial　cultivar。MaltingqualityofDaikei　HC45isl　very
high　in　mak　extract，very　low　in　total　nitrogen　and　soluble　nitrogen，moderately　high　in　Kolbach　index，medium　in
diastatic　power．TheoveraU　maltquahty　ofDaikei　HC−15isbetterthanMikamoGolden．
Key　words：two−rowed　malting　barleyJow　protein　content，parental　hne，κ07漉μ解吻魯召r8
L現栃木県足利農政事務所，2”現農業研究センター，3現九州農業試験場，4P現栃木県鹿沼農改，
5
現中国農業試験場，6一現栃木県普及教育課，b現茨城県在住，δP現北陸農業試験場，9
現栃木県消防防災課
（1996，7，31受理）
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